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グリーンインフラとは

「グリーンインフラ」とは、自 然環境が有する多様な機能（洪
水防御、水質浄化、生物の生息の場の提供、良好な景観形成、気
温上昇の抑 制等）を活用し、持続可能で魅力ある国土づくりや
地域づくりを進めるもの。









樹冠遮断 １０－２０％

たとえば森林（洪水を防ぐ、土砂の流れを減らす、二酸
化炭素を蓄積する、酸素を作るなど）



河川のグリーンインフラ化



雨庭



ニューヨーク
2010年：合流式下水道エリアにおいて屋上緑化やその他緑化資材を用
いて雨水を集水する事を目的にしたグリーンインフラ計画（NYC
Green Infrastructure Plan）

2011年にはグリーンインフラ計画を推進するためのグリーンインフラ
オフィスが設立

2012年には環境保護局とニューヨーク州環境保全局が協力して合流式
下水道越流水の対策を推進しています。

2030年までに15億ドルを投資、不透水舗装面積の10%にあたる地表面
流出を段階的に削減する目標

https://www.nyc.gov/site/dep/water/green-
infrastructure.page





New York のグリーンインフラ



私たちは、道路とその目的について
の考え方を完全にリセットすること
を主張します。これは、道路が車両
の指定された領域であるという信念
からの逸脱であり、道路は公益の向
上をもたらすことができる共有の公
共資源であるという信念への転換を
表しています。





② 水循環管理のためのグリーンインフ
ラ
雨：天から降ってくる

１時間に何ミリ？



気象庁リーフレット 雨と風







250ｍｍ

地下水 低水流出

洪水流出

蒸発散

1500ｍｍ

250ｍｍ

1000ｍｍ
500ｍｍ

地下水

低水流出

洪水流出

蒸発散

1500ｍｍ

700ｍｍ

300ｍｍ

自然の状態 都市の状態

都市化すると水循環が変わる



都市化すると洪水が増える

⼭⼝⾼志, 吉川勝秀,⾓⽥学：都市化流域にお
ける洪⽔災害の把握と治⽔対策に関する研究, 
⼟⽊学会論⽂報告集(313), 75-88, 1981 

1/5 降⾬ 都市化によって5.8倍 シ
ミュレーション

1/50 降⾬ 都市化によって2.7倍 ⼤
栗川

鮏川登,北川善廣：都市化流域の洪水流出モデル. 土木学会論文報
告集,1982(325), 51-59,1982 



イギリス Suds（持続可能な排水）





下水管

雨水ます 道路

合流式下水道

洪水時川へ

処理場へ

都市の雨水は一旦すべ
て地下に潜る

雨水ます



下水管

雨水ます 道路

あまみず社会

洪水時川へ

処理場へ

都市の雨水は一挙に地
下に入れない

雨水庭

あま
みず
貯留

雨庭



バッハコンセプト 雨水と汚水の分離

• チューリッヒ市域内において、暗渠化（河川や水路を地下に埋
設すること）されていた小規模河川を再び地上に開放し、元の
流路へと再生させようとする事業

• 合流式下水道を分流式とし、雨水を開放する
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バッハコンセプトによる
オープン化が完成
18km

今後オープン化 16km

再活性化 3km







雨庭

屋根などに降った雨水を下水道に直接放流するこ
となく一時的に貯留し、ゆっくりと地中に浸透さ
せる構造を持った植栽空間

©⽥浦扶充⼦



降雨時の水深の変化

越流が開始する⽔深

流⼊
⾬庭内の⽔深

2023年4月5～8日 64.25mm 時間最大11.6ｍｍ 流出なし

貯留に⽐べて浸透効果は継続して発揮される
29©⽥浦扶充⼦



島谷宅 雨庭1号、2号



2024年 島谷家 雨庭 浸透能

１号 270ｍｍ/ｈ
２号 155ｍｍ/ｈ



１号



79ｍｍ 2024/04/03 10：35：40 56ｍｍ 2024/04/03 10：40：37

浸透能 270ｍｍ/ｈ

33ｍｍ 2024/04/03 10：45：47



２号



166ｍｍ 2024/04/03 10：46：42 184ｍｍ 2024/04/03 10：39：46

浸透能 155ｍｍ/ｈ



熊本県⽴南稜⾼校 学⽣の⾬庭
透水性・保水性を高める工夫

【⼟壌改良】⽯灰の混ぜ込み、腐葉⼟、おがくず
度々⼿⼊れをしていることが良い？
⾬が溜まりにくく、浸透していくスピードも速くなっている
もともとの⼟が県⼤の⾬庭ほど固くない

36



肥後銀⾏免⽥⽀店プランター型⾬庭

37

 ４⽉１５⽇、五⽊村森林組合、南稜⾼校、熊本県⽴⼤学協働の下、プランター型⾬庭を設置。
 効果測定を⾏ったうえで、五⽊村⼭村活性化協議会で規格製品化し、販売普及・設置拡⼤に繋げる。
 産学連携し、地元森林組合と連携した持続可能な産業の創⽣を⽬指す。

「天然葉がらし乾燥材」で製作、⼀部
間伐材を使⽤することで、環境に配慮
した製品化を実現

五⽊村⼭村活性化協議会と連携し、
誰もが組み⽴て易いプランターキット
を開発

南稜⾼校と連携することで、次世代を
担う⼈材の教育ならびに地域へのPR
効果が期待できる

県内のSDGsに関⼼が⾼い⾃治体・企業・その他団体への啓蒙・普及



球磨地域振興局における“雨庭”整備

【概要】

「⼯事前(R4.8)」 「⼯事後(R5.3)」

〇屋根からの集水に加え、敷地内の道路に降った雨の一部も集水し、留・浸透させる県内初の構造。

★整備箇所
進入路左側の植樹帯 約３３㎡

★工事期間
令和５年２月２０日～３月６日

道路排水

屋根排水

③
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流域治水

• 流域全体での水の分配
の問題

• 森林、水田、湿地、土
壌で水を受け止める

• ゆっくり流す

• 地下の水、蒸発も考え
る

• みんなでやる

流域＋治水（リスクと
恵みのマネジメント）





以上


